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RE60FW/RE100FW
交流安定化電源装置（CVCF）

取扱説明書

・この説明書にはBH60PCW／BH100PCW／RE60FW／RE100FWを安全にご使用いただくた
め重要なことが書かれていますので、設置やご使用される前に必ずお読みください。

・この説明書は必要な時はいつでも読めるよう、BH60PCW ／ BH100PCW ／ RE60FW ／
RE100FWの設置場所の近くに保管し、ご使用ください。
　本取扱説明書の内容の一部または全部を無断記載することは禁止されております。
　本取扱説明書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。



はじめに

無停電電源装置（UPS）および交流安定化電源装置（CVCF）の用途について
●	本機はパソコンなどの FA、OA機器に使用することを目的に設計・製造されています。
	 以下のような、極めて高い信頼性や安全性が要求される用途には使用しないでください。
・人命に直接関わる医療用機器
・人身の損傷に至る可能性のある用途。（航空機、船舶、鉄道、エレベータなどの運行、運転、制御	
などに直接関連する用途）

・車載、船舶など常に振動が加わる可能性がある用途。
・故障すると社会的、公共的に重大な損害や影響を与える可能性のある用途。
	（主要な電子計算機システム、幹線通信機器、公共の交通システムなど）
・これらに準ずる機器

●	人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などについては、システムの多重化、	
非常用発電設備など、運用維持、管理について特別な配慮が必要となります。

●	本説明書記載の使用条件・環境などを遵守してください。
●	特に信頼性の要求される重要なシステム等への使用に際しては、オムロン電子機器カスタマサポート
センタへご相談ください。

●	装置の改造・加工は行わないでください。
●	本機は日本国内向け仕様です。機器に組み込んで輸出される場合等は、当社にお問い合わせください。

・	本製品の輸出 ( 個人による携行を含む ) については、外国為替及び外国貿易法に基づいて経済産業
省の許可が必要となる場合があります。必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。

・	電源の電圧や周波数が違う場合が多く、故障したり、火災を起こすことがあります。

● Windows は米国Microsoft Corporation の米国及びその他の国における登録商標です。
● その他、各会社名、各社製品名は各社の商標または登録商標です。
● ユーザー登録のお願い
付属のご愛用者登録カードに必要事項をご記入の上、オムロン電子機器カスタマサポートセンタ
までご送付ください。

©OMRON Corporation. 2006 All Rights Reserved.

本製品の特長
このたびはオムロン「無停電電源装置（UPS）」をお買い上げいただき、ありがとうございます。
●	無停電電源装置（UPS）は停電や電圧変動、瞬時の電圧低下・停電、雷などによるサージ電圧（異常に
大きな電圧が瞬間的に発生する現象）からコンピュータなどの機器を保護するための装置です。

●	無停電電源装置（BHシリーズ）は常時インバータ給電方式を採用しています。 常時は商用電源を一度
直流に変換し、安定した正弦波電圧に再変換して出力します。

	 また停電、電圧変動など商用電源の異常を検出したときはバッテリからの給電に切り替えて、正弦波
出力を継続します。

	 特に電圧変動が大きい等、電源環境の悪い場所での使用に適しています。
●	交流安定化電源装置（RE シリーズ）は電圧、周波数を安定化して出力したり、周波数を
50Hz → 60Hz ／ 60Hz → 50Hz に変換して出力することができる電源装置です。

●	出力容量はBH60PCW／RE60FWが600VA／420W、BH100PCW／RE100FWが1kVA／700Wです。

免責事項について
当社製品の使用に起因する事故であっても、装置・接続機器・ソフトウェアの異常、故障に対する損害、
その他二次的な損害を含むすべての損害の補償には応じかねます。

●最初に安全上のご注意について記載していますので、必ずお読みいただき、正しくご使用ください。



商品名 Model 認定済み安全規格           

   無停電電源装置

BH60PCW 

BH100PCW 

   交流安定化電源装置      RE60FW なし
RE100FW なし

安全規格の認定 
本機の安全規格の認定、適合は以下のようになっています。
・	無停電電源装置およびそのバッテリユニット（BH60PCW、BH100PCW、BHM60PC、BHM100PC）
はUL規格（UL1778）認定品です。また、CE規格にも適合します。

・	交流安定化電源装置（RE60FW、RE100FW）は交流安定化電源装置としての安全規格認定品ではあり
ません。ただし、無停電電源装置の本体部分（バッテリユニットを取り外したもの）と同一のユニット
です。 

警告
このUPSは、カテゴリC2の UPSです。この装置を住宅環境で用いると電磁障害を引き起こすこと

があります。

この場合には、使用者に適切な対策を求められることがあります。
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設置から運転までの手順
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「安全上のご注意」を読む
iiiページ
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無停電電源装置として
使用する　　

装置の設定をする
　　4ページ

設置・接続をする
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ソフト、接点信号入出力を
使用する」  44ページ

運転をする　　29ページ

バッテリが
劣化している

保守・点検をする
41ページ

設置・接続

運転準備

保守・点検

交流安定化電源装置
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設置・接続をする
7ページ
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設置から運転までの手順を示しています。
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：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば　　　は分解禁止を意味しています。

：強制（必ずしなければならないこと）を示します。例えば　   　はアースの接続が必要であることを意
味します。

安全に使用していただくために重要なことがらが書かれて
います。
設置やご使用開始の前に必ずお読みください。

危 険

注 意

安全上のご注意

●この取扱説明書の安全についての記号と意味は以下の通りです。

  ※物的損害とは、家屋・家財および家畜、ペットに係わる拡大損害を示します。

なお、注意に記載した事項でも状況によっては重大な結果に結びつく可能性もあります。
いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

重量に注意して運搬、取り出しすること。
安定のよい水平な場所、頑丈な場所に置いて使用すること。
●	転倒や落下するとけがをすることがあります。
● 装置の質量 	
	 BH60PCW(RE60FW)：6.3kg BH100PCW(RE100FW)：6.6kg
	 バッテリユニットBHM60PC：8.2kg	バッテリユニットBHM100PC：10.3kg
●	落下させた場合はすぐに本機の使用を中止し、点検、修理を依頼してください。

梱包のポリ袋は幼児の手の届かない場所に移すこと。
●	小さいお子様がかぶったりすると、呼吸を妨げる危険性があります。

本機を、下記のような極めて高い信頼性や安全性が求められる用途に使用しないこと。
※本機は、パソコンなどのFA, OA機器に使用することを目的に設計・製造されています
●	人命に直接関わる医療機器やシステム。
●	人身の安全に直接関連する用途。（例：車両・エレベータなどの運行、運転、制御など）
●	故障すると社会的、公共的に重大な損害を与える可能性のある用途。（例：主要なコンピュータシ
ステム、幹線通信機器など）

●	上記に準ずる用途。

危 険（製品の用途）

注 意 （設置時）

分解、修理、改造をしないこと。
●	感電したり、火災を起こす危険があります。

出力コンセントB、C感電注意！（シャットダウンソフトによるON/OFF 制御時）
●	制御回路が故障、停止すると出力がONします。
	 ・コンセント出力を停止中
	 ・コンセント出力が遅延動作で停止中

危 険

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想
定される内容を示します。	
誤った取り扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害の発生
が想定される内容を示します。	
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アース接続（接地）を確実にすること。
●	3Pプラグの場合、そのまま差し込んでください。3Pプラグで接続できない場合は、電源装置および	
接続する機器のアース端子をアースに接続してください。

	 アース接続しないと、故障や漏電があった場合に感電することがあります。他の機器と電源装置に同時に	
触れると感電することがあります。

周囲温度が55℃を超える場所で使用しないこと。
●	バッテリが急速に劣化します。
●	電源装置が故障したり、誤動作を起こすことがあります。

使用保管環境は仕様範囲を超えないこと。
次のような場所で設置や保管をしないこと。
●	湿度が 10％よりも低い／湿度が 90％よりも高い場所に保管しないこと。
●	湿度が 10％よりも低い／湿度が 90％よりも高い場所で使用しないこと。（結露なきこと）
●	隙間のないキャビネットなど密閉した場所／可燃性ガスや腐食性ガスがある場所／振動、衝動が加わる場所／
屋外など。

●	火災などの原因になることがあります。

前面、側面および背面にある吸排気口は塞がないこと。
密閉した場所で使用したり、カバーを掛けたりしないこと。
●	異常な発熱や火災を起こすことがあります。
●	内部温度が上昇し、電源装置の故障、バッテリ劣化の原因となります。
●	壁から 5cm以上離して設置してください。

指定方向以外では設置しないこと。
不安定な場所へ設置しないこと。
縦置き用使用時は転倒防止のため固定すること。
●	設置方向は 10 ページ「3-2 設置をする」をご参照ください。
●	転倒や落下するとけがをすることがあります。

上に25kg以上のものを載せたり、金属物を落下させないこと。
本機の重ね置き以外、上に物を載せないこと。
●	ケースのゆがみや破損、内部回路の故障により火災を起こすことがあります。

ケーブルをはさんだり、束ねた状態で使用しないこと。
●	ケーブルの損傷や発熱により、感電したり、火災を起こす危険があります。
●	ケーブルに傷のある場合はすぐに本機の使用を中止し、修理を依頼してください。

同梱されている全ての付属品は、本機を使用する場合に限り使用できるものです。	
他の機器には使用しないでください。
●機器を安全にご使用いただくために必ずお守りください。

ラックへの設置は必ず別売のサポートアングルと取付金具の両方を使用し、	
支持・固定すること。
バッテリユニット増設時は必ずバッテリユニットを本体ユニットよりも下に設置
すること。
●	ラックへの設置は必ず別売のサポートアングルと取付金具を使用してください。サポートアングルなし
で前面金具だけでは重量を支えることができません。

●	装置の質量	
BH60PCW(RE60FW)：6.3kg	 BH100PCW(RE100FW)：6.6kg

	 バッテリユニットBHM60PC：8.2kg	 バッテリユニットBHM100PC：10.3kg

ラックに設置する場合はラックの最下段に本製品を設置すること。
●	落下をするとけがをすることがあります。

取付けねじは必ず別売品に付属のものを使用すること。
●	付属品以外のねじを使用すると強度不足などにより、落下事故などの原因になる恐れがあります。

注 意 （設置時）
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注 意 （接続時）
電源装置の最大入力電流以上の電流容量のある電源コンセント（商用電源）に	
接続すること。
●	電源配線が発熱することがあります。
●	定格容量の機器を接続した場合の最大入力電流
	 BH60PCW, RE60FW	 :	 7A
	 BH100PCW, RE100FW	: 	12A	

電源装置の「AC入力」プラグは必ず定格入力電圧 (50/60Hz) の電源コンセント
（商用電源）に接続すること。
●	電圧の違う電源コンセント（商用電源）に接続すると、火災を起こすことがあります。
●	電源装置が故障することがあります。

電源装置の出力容量を超える機器を接続しないこと。
テーブルタップ等で接続機器の増設を行えますが、この場合はテーブルタップの	
電流容量を超える機器を接続しないこと。
●電源装置がオーバーロードを検出し、出力を停止することがあります。
●	テーブルタップの配線が発熱し、火災を起こすことがあります。

交流電源の半サイクルのみで電流が流れる半波整流方式の機器を接続しないで	
ください。（ドライヤなど）
●	電源装置が故障することがあります。

商用電源にて使用できない機器は接続しないこと。
●	本機は「電源出力」スイッチ投入時および機器に異常が発生した時は、バイパス運転を行い、商用電源が
そのまま接続機器に供給されます。

注 意（使用時）
内部（バッテリ）から液体が漏れたら、液体にさわらないこと。
●	失明したり、火傷をする危険があります。
●	目や皮膚に付いてしまったら、すぐに大量のきれいな水で洗い流し、医師の診察を受けてください。

変な音や臭いがした、煙が出た、内部から液体が漏れた時は、すぐに電源装置の	
「電源出力」スイッチ（  ）を切り、「AC入力」プラグを電源コンセント	
（商用電源）から抜くこと。	
さらに、UPS背面のバッテリ接続コネクタ（赤黒線）を抜くこと。
●	このような状態で使用すると漏電や火災を起こすことがあります。
●	このような状態になったら絶対に使用せず、お買い求めの販売店か当社に点検・修理を依頼してください。
●	使用時は異常発生時にすぐに「AC入力」プラグを電源コンセント（商用電源）から抜ける状態にして	
おいてください。

上に25kg以上のものを載せたり、金属物を落下させないこと。
●	本機の重ね置き、ケースのゆがみや破損、内部回路の故障により火災を起こすことがあります。

密閉した場所で使用したり、カバーを掛けたりしないこと。
●	異常な発熱や火災を起こすことがあります。

濡らしたり、水をかけないこと。
●	感電したり、火災を起こすことがあります。
●	水に濡らした場合はすぐに本機の使用を中止し、点検、修理を依頼してください。

電源装置の「電源出力」コンセントに金属物を挿入しないこと。
●	感電する恐れがあります。
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※	左の表は標準的な使用条件での期待寿命であり、
保証値ではありません。

注 意（使用時）
本機が運転状態で「AC入力」プラグが抜けた場合、「AC入力」プラグの金属部を	
絶対触らないこと。
●		感電の恐れがあります。
●		本機単体の漏れ電流は安全規格（漏洩電流： 1mA）以下ですが、接続機器により漏れ電流が増えますので	
「AC入力」プラグの金属部を絶対に触らないでください。
●	本機が運転状態の場合、時間経過にかかわらず、内部回路のコンデンサを通じ「AC入力」プラグの	
金属部に電圧が発生します。

｢AC入力 ｣プラグのほこりは、時々乾いた布でふき取ること。
●	長期間ほこりが付着したままにしておくと火災の原因となることがあります。

「バッテリ交換」表示ランプが点灯、またはバックアップ時間が必要な時間よりも	
短くなった場合は、バッテリパックをすぐに交換するか、本機の使用を中止する
こと。
●	使用を続けると火災を起こすことがあります。
●	バッテリの点検方法については 41 ページ「5. 保守・点検について」をご参照ください。	

周囲温度　　期待寿命
　20℃	 5 〜 7年
　30℃	 3 〜 4年
　40℃	 1.5 〜 2年
　50℃	 0.7 〜 1年

注 意 （バッテリ交換時）

注 意 （保守時）

	

バッテリ交換時、バッテリ収納部に金属物を差し込まないこと。
●	感電、ショートの危険があります。

バッテリを金属物でショートさせないこと。
●	火傷をしたり、火災を起こすことがあります。
●	使用済みバッテリでも内部に電気エネルギーが残っています。

バッテリを火の中に投げ入れたり、破壊しないこと。
●	バッテリが爆発したり、希硫酸が漏れたりすることがあります。

分解、修理、改造をしないこと。
●	感電したり、火災を起こす危険があります。

内部（バッテリ）から液体が漏れたら、液体にさわらないこと。
●	失明したり、火傷をする危険があります。
●	目や皮膚に付いてしまったら、すぐに大量のきれいな水で洗い流し、医師の診察を受けてください。

接続機器の保守を行う場合は電源装置を停止し、「AC入力」プラグを電源	
コンセント（商用電源）から抜くこと。
●	出力電圧が停止していることを確認して作業してください。
●	無停電電源装置が運転状態のときに「AC入力」プラグを抜いてもバックアップ機能により「電源出力」	
コンセントから電力供給を継続します。

●	スケジュール運転が設定されている場合、「AC入力」プラグを電源コンセント（商用電源）に接続した	
状態で運転開始時刻になると、電源出力を供給します。

バッテリ接続コネクタ、増設バッテリ接続コネクタに金属物を挿入しないこと。
コネクタの端子間をショートしないこと。
●	感電する恐れがあります。
●	発火、電池の破裂、やけどの危険があります。
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注 意（バッテリ交換時）
指定以外の交換バッテリは使用しないこと。
●	火災の原因となることがあります。
●交換用バッテリパック商品型式：	 BHB60PC ：バッテリユニットBHM60PC 用（BH60PCW）
	 	 BHB100PC ：バッテリユニットBHM100PC 用（BH100PCW）

新しいバッテリと古いバッテリを同時に使用しないこと。
●	バッテリが早く劣化し、希硫酸が漏れたりすることがあります。

バッテリを落下させたり、強い衝撃を与えないこと。
●	希硫酸が漏れたりすることがあります。

可燃性ガスがある場所でバッテリ交換をしないこと。
●バッテリを接続する際、火花が飛び、火災の原因になる恐れがあります。

交換作業は安定した、平らな場所で行うこと。
●バッテリは落下しないよう両手でしっかりと保持してください。
●落下によるけが、液漏れ ( 酸）によるやけどなどの危険があります。

バッテリから液漏れがある場合は液にさわらないこと。
●液体（希硫酸）にさわると、やけどや失明をする恐れがあります。

バッテリの分解、改造をしないこと。
●希硫酸が漏れ、失明、やけどなどの恐れがあります。

お願い
寒い場所から暖かい所へ移動された直後は、数時間放置してから使用開始してください。
●	急に暖かい所へ移動すると水分が付着し（結露）、そのまま通電すると故障することがあります。

本機を自家発電装置等の電源周波数が大きく変動する機器と組み合わせて使用する場合は、
必ず事前に動作確認を行ってからご使用ください。
●	本機は入力電源が供給された時に入力電源周波数を自動認識しています。入力電源周波数が規定値でない状態で本機を
接続すると、電源周波数の誤認識を起こし正常に動作しない場合があります。（本機が起動している状態で商用電源か
ら発電装置等の電源に切り替わる場合には、問題ありません。）

本機とコイル、モータ等の誘導性の機器に使用する時は、必ず事前に動作確認を行ってから
ご使用ください。
●	機器の種類によっては、突入電流等の影響で本機が正常に動作しない場合があります。

電源装置の出力ライン間のショート（短絡）、および出力ラインをアースにショート（地絡）し
ないように注意してください。
●	電源装置が故障することがあります。

耐電圧試験はしないでください。
●	電源入力線には、サージ吸収素子が入っていますので、耐電圧試験をされると、サージ吸収素子が破壊します。
●	耐電圧試験をするときは、背面の「サージ保護FG」のアース線をアース端子からはずして実施してください。	
使用中は必ず「サージ保護FG」のアース線をアース端子に接続してください。

ページプリンタ（レーザプリンタなど）を電源装置に接続しないでください。
●	ページプリンタはピーク時の電流が大きく、接続容量オーバーを検知したり、瞬時電圧低下による停電検出をすること
があります。

●	商用運転、バックアップ運転をくりかえすとバッテリ寿命が短くなります。

データの保護やシステム冗長化など不測の事態への対処を行ってください。
●	内部回路の故障により出力が停止する場合があります。
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お願い
設置・保管場所について
●	電源装置を直射日光のあたる場所に設置や保管をしないでください。故障、不具合の原因になることがあります。
	 無停電電源装置の場合、温度上昇により内蔵されたバッテリが急速に劣化し、使用できなくなることがあります。

お願い（無停電電源装置の場合）
購入されましたら、すぐに充電してください。
●	ご購入後長期間使用しないでいると、バッテリの特性が劣化し、使用できなくなることがあります。
●	無停電電源装置の「AC入力」プラグを電源コンセント（商用電源）に接続すれば自動的にバッテリを充電します。

無停電電源装置を保管される場合は保管される前に充電を行ってください。
●	バッテリは使用しない場合でも自然放電し、長期間放置しますと過放電状態となります。バックアップ時間が短くなっ
たり、使用できなくなることがあります。

●	無停電電源装置に内蔵されたバッテリの保管可能期間は、充電した状態から6か月です。（保管環境温度40℃以下を推奨）
●	保管期間が 6か月を超える場合、超える前に無停電電源装置の「AC入力」プラグを商用電源コンセントに接続して充電
してください。

●	保管中は無停電電源装置の「電源出力」スイッチ（  ）を切った状態にしてください。

バックアップ運転中に本機の「AC入力」プラグを本機の「電源出力」コンセントに差し込まな
いでください。
● 本機が故障することがあります。 

商用電源を切る前に、本機の「電源出力」スイッチを切ってください。
●	商用電源を停止すると、バックアップ運転になります。バックアップ運転の頻度が高くなるとバッテリ寿命が著しく短
くなる場合があります。

この製品には、鉛バッテリ（鉛蓄電池）を使用しています。
●	鉛バッテリはリサイクル可能な貴重な資源です。リサイクルへご協力ください。
	 リサイクルについては、オムロン電子機器修理センタへご連絡ください。 Pb

解　説（無停電電源装置の場合）
日常の運用方法について
●	本機の「電源出力」スイッチは入れたまま（運転状態）でも、接続されているシステムの停止のたびに 切ってもどちらで
も問題ありません。お客様のご都合の良い方法で運用を行ってください。

●	商用電源に接続することでバッテリを充電します。

バックアップ運転終了について
●	停電時間が長くなるとバッテリが放電し、無停電電源装置からの電力供給が停止します。無停電電源装置が電力供給し
ている間にパソコンを正しい手続きで終了（データをセーブするなどの処置）するようにしてください。

再起動について
●	停電中にバッテリが放電してしまうと、無停電電源装置は停止します。その後、停電などの電源異常が回復すると、無
停電電源装置は自動的に再起動し、電力供給します。接続機器を動作させたくないときは、機器の「電源出力」スイッチ
を切っておいてください。

●	電源装置背面の設定スイッチにより自動的に再起動させない設定も可能です。

自動シャットダウンソフトによるスケジュール運転について
●	スケジュール運転を使用される場合でスケジュール停止期間中に商用電源入力を停止される場合は次の運転開始まで
の期間は最大 1ヶ月程度にしてください。

	 商用電源入力を停止している期間は内蔵電池でタイマが作動します。
	 タイマが停止した場合はスケジュールによる運転開始は行いません。

自動シャットダウンソフトによるスケジュール停止中の運転開始について
●	スケジュール停止期間中に無停電電源装置を運転開始される場合は「電源出力」スイッチを一度OFFした後、「電源出力」
スイッチをONしてください。

	 手動で無停電電源装置を起動できます。一度「電源出力」スイッチをOFFするとスケジュールはリセットされます。
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1
1-1	 製品を取り出す

準備1

●	無停電電源装置： BH60PCW／BH100PCW

梱包箱をあけ、電源装置（UPS）と付属品を取り出してください。

付属品がすべて揃っているか、外観に損傷はないか確認してください。
万一、不良品その他お気づきの点がございましたら、すぐに販売店へご連絡ください。

注 意 （設置・接続時）

（1）	取扱説明書	 1 冊
（2）	動作状態の見方シール	 1 枚
（3）	オムロン連絡先シール	 1 枚
（4）	自動シャットダウンソフト
	 （通信（RS232C）ケーブル付）	 CD-ROM 1 枚
（5）	自動シャットダウンソフト取扱説明書	 1 冊
（6）	保証書	 1 枚
（7）	ご愛用者登録カード	 1 枚

・無停電電源装置には別梱包でバッテリユニット
　（BHM60PC/BHM100PC）が付属します。

●	交流安定化電源装置： RE60FW／RE100FW
（1）	取扱説明書	 1 冊
（2）	動作状態の見方シール	 1 枚
（3）	オムロン連絡先シール	 1 枚
（4）	保証書	 1 枚
（5）	ご愛用者登録カード	 1 枚

取扱説明書
保証書 動作状態の

見方シール
ご愛用者
登録カード

取扱説明書
保証書

動作状態の
見方シール

CD-ROM
通信（RS232C)
ケーブル
（約 2.2m）

ご愛用者
登録カード

オムロン
連絡先シール

自動シャット
ダウンソフト
取扱説明書

製品質量 
・BH60PCW本体（RE60FW）	 6.3kg
・BH100PCW本体（RE100FW）	 6.6kg
・BHM60PC	 8.2kg
・BHM100PC	 10.3kg

重量に注意して取出しや運搬を行うこと。
●	落下するとけがをすることがあります。

不安定な場所へ設置しないこと。
●	転倒や落下するとけがをすることがあります。

1-2	 付属品を確認する
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各部の機能については、7ページ「3. 設置・接続をする」、27 ページ「4. 運転・操作について」などでくわしく
説明していますので、あわせてご覧ください。

●前面 

〈操作部拡大〉

無停電電源装置＜BH60PCW/BH100PCW＞
交流安定化電源装置＜RE60FW/RE100FW＞

＜操作部＞＜冷却ファン排気口＞

Ａ .	「バッテリバックアップ」表示ランプ
Ｂ .	「定電圧出力」表示ランプ
Ｃ .	「定周波出力」表示ランプ
Ｄ .	「表示選択」スイッチ
E. 	「ブザー停止 /テスト」スイッチ
F.	「電源出力A」表示ランプ
	 「電源出力B」表示ランプ
	 「電源出力C」表示ランプ
G. 	「電源出力」スイッチ
H. 	「バッテリ交換」表示ランプ
I. 	「バッテリ運転」表示ランプ
J. 	「AC入力」表示ランプ
K. 	「商用直送」表示ランプ
L. 	「状態表示」デジタル表示

L

J

I

H

K

F

E

D

C

G

BA

バッテリユニット＜BHM60PC/BHM100PC＞

「 充電」表示ランプ

通気口

1-3	 各部の名称
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1
●背面 
無停電電源装置＜BH60PCW/BH100PCW＞
交流安定化電源装置＜RE60FW/RE100FW＞

A B C D E G H

JKMNO L

I

F

P

バッテリユニット＜BHM60PC/BHM100PC＞

A

EFG D

B
C

H

Ａ .	設定スイッチ
Ｂ .	接点・シリアル「通信切替」スイッチ
Ｃ .	「電源出力」コンセントC
Ｄ .	「電源出力」コンセントB
Ｅ .	「電源出力」コンセントA
Ｆ . 吸気口
Ｇ .	「商用直送スイッチ」OFF
H.	「商用直送スイッチ」ON

I.	 「バッテリユニット用電源出力」コンセント
J.	「AC入力」コード／プラグ
K.	 アース端子
L.	 サージ保護 FG
M.	バッテリ接続コネクタ
N.	 バッテリユニット信号コネクタ
O.	 通信インタフェース（D-sub 9 ピン）コネクタ
P.	 固定金具

Ａ .	 通気口
Ｂ .	バッテリユニット信号コネクタ
C.	 増設バッテリユニット信号コネクタ（BHM100PCのみ）
D. 	増設バッテリ接続コネクタ（BHM100PCのみ）
	 出荷時はコネクタカバーがついています。
E.	 バッテリ接続コネクタ
F.	「バッテリユニット用電源出力」コンセント（BHM100PCのみ）
G.	「AC入力」コード／プラグ
H.	 サージ保護 FG
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●	「商用直送スイッチ」は金具で固定されています。設定後は必ず図のように金具とネジで固定してくだ

さい。

●	背面の「設定スイッチ」と「商用直送スイッチ」を下記のように使用方法に合わせて設定してください。

注 意 （必ず設置前に下記の設定をしてください）

（1）定電圧・出力同期運転
	 （出力周波数を入力周波数に同期して出力する、通常の使用方法）

	 商用直送スイッチ	 	 ON

1      2  

設定スイッチ 

53      4  8 9 10

ON

6      7  
ON

ねじ止め
固定金具OFF

商用直送スイッチ

参照  4-5 機能の設定変更　→ p.39 ページ

1      2  

設定スイッチ 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

ON

ねじ止め

固定金具OFF

※	商用直送スイッチは必ず“ON”側に設定してください。OFFになっていると、オーバー
ロード、故障時に直送出力できず、出力が停止します。

　ブザーON/OFF 設定
設定スイッチ 1　→ p.39 ページ

2-1	 無停電電源装置（UPS）として使用するときの設定

設置前の準備をする2

	 	 バッテリユニット接続	 あり
	設定スイッチ選択	 SW8　コールドスタート	 off
	 	 SW9　同期／非同期選択	 off
	 	 SW10　50／ 60Hz 選択	 off/on

U
P
S

つぎへ 3. 設置・接続をする→ p.7 ページ
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2
	 商用直送スイッチ	 	 OFF

1      2  

(50 Hz) 
設定スイッチ 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

1      2  

(60 Hz) 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

ON

ねじ止め
固定金具

商用直送スイッチ

OFF

	

	 商用直送スイッチ	 	 OFF

1      2  

(50 Hz) 
設定スイッチ 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

1      2  

(60 Hz) 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

ON

ねじ止め
固定金具

商用直送スイッチ

OFF

2-2	 コールド・スタートで使用するときの設定

	 出力周波数	 	 50Hz 出力	 60Hz 出力
	 バッテリユニット接続	 あり	 あり
	 設定スイッチ選択	SW8　コールドスタート	 off	 off
	 	 SW9    同期／非同期選択	 on	 on
	 	 SW10　50／ 60Hz 選択	 off	 on

（2）	 定電圧・定周波出力（周波数変換）運転
	 （出力周波数を入力周波数とは非同期で固定の周波数で出力する使用方法）

・	特に出力周波数を安定化したい場合、あるいは入力周波数とは異なる周波数で出力したい
場合にのみ、この設定で使用してください。

	

つぎへ 3. 設置・接続をする→ p.7 ページ

U
P
S

つぎへ 3. 設置・接続をする→ p.7 ページ

＊この設定で運転中は「商用直送機能」は使用できません。	
商用直送スイッチを「OFF」にしてください。
＊故障時、オーバーロード時に直送出力しません。

＊	この設定で運転中は「商用直送機能」は使用できません。	
商用直送スイッチを「OFF」にしてください。

＊故障時、オーバーロード時に直送出力しません。

商用入力がない状態で出力を起動し、バッテリ給電で運転します。
	 出力周波数	 	 50Hz 出力	 60Hz 出力
	 商用電源入力	 	 なし	 なし
	 バッテリユニット接続	 あり	 あり
	 設定スイッチ選択	SW8　コールドスタート	 on	 on
	 	 SW9    同期／非同期選択	 off/on	 off/on
	 	 SW10　50／ 60Hz 選択	 off	 on
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（2）	定電圧・入出力同期運転 （AVR）
	 （出力電圧を安定化し、出力周波数は入力周波数に同期して出力する使用方法）

	 商用直送スイッチ	 	 ON

1      2  

設定スイッチ 

53      4  8 9 10

ON

6      7  ON

ねじ止め
固定金具OFF

商用直送スイッチ

※商用直送スイッチは必ず“ON”側に設定してください。OFFになっていると、オーバーロード、
故障時に直送出力できず、出力が停止します。

（1）	定電圧・定周波数（周波数変換）運転 （CVCF）
	 （出力周波数を入力周波数とは非同期で固定の周波数で出力する使用方法）

2-3	 交流安定化電源（CVCF，AVR）で使用するときの設定

	出力周波数	 	 50Hz 出力	 60Hz 出力
	バッテリユニット接続	 なし	 なし
	設定スイッチ選択	 SW8　コールドスタート	 off	 off
	 	 SW9    同期／非同期選択	 on	 on
	 	 SW10  50 ／ 60Hz 選択	 off	 on

＊この設定で運転中は「商用直送機能」は使用できません。	
商用直送スイッチを「OFF」にしてください。
＊故障時、オーバーロード時に直送出力しません。

1      2  

(50 Hz) 
設定スイッチ 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

1      2  

(60 Hz) 

53      4  8 9 10

ON

6      7  

ON

ねじ止め
固定金具

商用直送スイッチ

OFF

	 商用直送スイッチ	 	 OFF

	 バッテリユニット接続	 なし
設定スイッチ選択	 SW8　コールドスタート	 off
	 SW9 　同期／非同期選択	 off
	 SW10  50 ／ 60Hz 選択	 off/on

C
V
C
F
・
A
V
R

つぎへ 3. 設置・接続をする→ p.7 ページ

つぎへ 3. 設置・接続をする→ p.7 ページ
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以下に設置・接続時のご注意およびお願いを記載しています。必ずお読み頂き正しく使用してください。

重量に注意して運搬、取り出しすること。
安定のよい水平な場所、頑丈な場所に置いて使用すること。
●	転倒や落下するとけがをすることがあります。
● 装置の質量 	
	 BH60PCW(RE60FW)： 6.3kg	 BH100PCW(RE100FW)： 6.6kg
	 バッテリユニットBHM60PC： 8.2kg	 バッテリユニットBHM100PC： 10.3kg
●	落下させた場合はすぐに本機の使用を中止し、点検、修理を依頼してください。

梱包のポリ袋は幼児の手の届かない場所に移すこと。
●	小さいお子様がかぶったりすると、呼吸を妨げる危険性があります。

アース接続（接地）を確実にすること。
●	3Pプラグの場合、そのまま差し込んでください。3Pプラグで接続できない場合は、電源装置および	
接続する機器のアース端子をアースに接続してください。

	 アース接続しないと、故障や漏電があった場合に感電することがあります。他の機器と電源装置に同時に
触れると感電することがあります。

周囲温度が55℃を超える場所で使用しないこと。
●	バッテリが急速に劣化します。
●	電源装置が故障したり、誤動作を起こすことがあります。

使用保管環境は仕様範囲を超えないこと。
次のような場所で設置や保管をしないこと。
●	湿度が 10％よりも低い／湿度が 90％よりも高い場所に保管しないこと。
●	湿度が 10％よりも低い／湿度が 90％よりも高い場所で使用しないこと。（結露なきこと）
●	隙間のないキャビネットなど密閉した場所／可燃性ガスや腐食性ガスがある場所／屋外など。
●	火災などの原因になることがあります。

前面、側面および背面にある吸排気口は塞がないこと。
密閉した場所で使用したり、カバーを掛けたりしないこと。
●	異常な発熱や火災を起こすことがあります。
●	内部温度が上昇し、電源装置の故障、バッテリ劣化の原因となります。
●	壁から 5cm以上離して設置してください。

注 意 （設置時）

分解、修理、改造をしないこと。
●	感電したり、火災を起こす危険があります。

出力コンセントB、C感電注意！（シャットダウンソフトによるON/OFF 制御時）
●	制御回路が故障、停止すると出力がONします。
	 ・コンセント出力を停止中
	 ・コンセント出力が遅延動作で停止中

危 険

3-1	 設置・接続時のご注意、お願い

設置・接続をする3
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指定方向以外では設置しないこと。
不安定な場所へ設置しないこと。
●	設置方向は 10 ページ「3-2 設置をする」をご参照ください。
●	転倒や落下するとけがをすることがあります。

上に25kg以上のものを載せたり、金属物を落下させないこと。
本機の重ね置き以外、上に物を載せないこと。
●	ケースのゆがみや破損、内部回路の故障により火災を起こすことがあります。

ケーブルをはさんだり、束ねた状態で使用しないこと。
●	ケーブルの損傷や発熱により、感電したり、火災を起こす危険があります。
●	ケーブルに傷のある場合はすぐに本機の使用を中止し、修理を依頼してください

同梱されている全ての付属品は、本機を使用する場合に限り使用できるものです。	
他の機器には使用しないでください。
●	機器を安全にご使用いただくために必ずお守りください。

ラックへの設置は必ず 売のサポートアングルと取付金具の両方を使用し、支持・
固定すること。
バッテリユニット増設時は必ずバッテリユニットを本体ユニットよりも下に設置
すること。
●	ラックへの設置は必ず別売のサポートアングルと取付金具を使用してください。サポートアングルなし
で前面金具だけでは重量を支えることができません。

●	装置の質量 	
	 BH60PCW(RE60FW)：6.3kg	 BH100PCW(RE100FW)：6.6kg
	 バッテリユニットBHM60PC：8.2kg	バッテリユニットBHM100PC：10.3kg

ラックに設置する場合はラックの最下段に本製品を設置すること。
●	落下をするとけがをすることがあります。

取付けねじは必ず別売品に付属のものを使用すること。
●	付属品以外のねじを使用すると強度不足などにより、落下事故などの原因になる恐れがあります。

注 意 （設置時）

注 意 （接続時）
電源装置の最大入力電流以上の電流容量のある電源コンセント（商用電源）に接続	
すること。
●	電源配線が発熱することがあります。
●	定格容量の機器を接続した場合の最大入力電流
	 BH60PCW, RE60FW	 :	 7A
	 BH100PCW, RE100FW	 :	 12A	

電源装置の入力プラグは必ず定格入力電圧 (50/60Hz) の電源コンセント（商用	
電源）に接続すること。
●	電圧の違う電源コンセント（商用電源）に接続すると、火災を起こすことがあります。
●	電源装置が故障することがあります。

電源装置の出力容量を超える機器を接続しないこと。
テーブルタップ等で接続機器の増設を行えますが、この場合はテーブルタップの	
電流容量を超える機器を接続しないこと。
●	電源装置がオーバーロードを検出し、出力を停止することがあります。
●	テーブルタップの配線が発熱し、火災を起こすことがあります。
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お願い
寒い場所から暖かい所へ移動された直後は、数時間放置してから使用開始してください。
●	急に暖かい所へ移動すると水分が付着し（結露）、そのまま通電すると故障することがあります。

本機を自家発電装置等の電源周波数が大きく変動する機器と組み合わせて使用する場合は、
必ず事前に動作確認を行ってからご使用ください。
●	本機は入力電源が供給された時に入力電源周波数を自動認識しています。入力電源周波数が規定値でない状態で本機を
接続すると、電源周波数の誤認識を起こし正常に動作しない場合があります。（本機が起動している状態で商用電源か
ら発電装置等の電源に切り替わる場合には、問題ありません。）

本機とコイル、モータ等の誘導性の機器に使用する時は、必ず事前に確認動作を行ってからご使用
ください。
●	機器の種類によっては、突入電流等の影響で本機が正常に動作しない場合があります。

電源装置の出力ライン間のショート（短絡）、および出力ラインをアースにショート（地絡）	
しないように注意してください。
●	電源装置が故障することがあります。

耐電圧試験はしないでください。
●	電源入力線には、サージ吸収素子が入っていますので、耐電圧試験をされると、サージ吸収素子が破壊します。
●	耐電圧試験をするときは、背面の「サージ保護FG」とアース線をアース端子からはずして実施してください。使用中は
必ず「サージ保護FG」のアース線をアース端子に接続してください。

ページプリンタ（レーザプリンタなど）を電源装置に接続しないでください。
●	ページプリンタはピーク時の電流が大きく、接続容量オーバーを検知したり、瞬時電圧低下による停電検出をすること
があります。

●	商用運転、バックアップ運転をくりかえすとバッテリ寿命が短くなります。

設置・保管場所について
●	電源装置を直射日光のあたる場所に設置や保管をしないでください。故障、不具合の原因になることがあります。
	 無停電電源装置の場合、温度上昇により内蔵されたバッテリが急速に劣化し、使用できなくなることがあります。

データの保護やシステム冗長化など不測の事態への対処を行ってください。
●	内部回路の故障により出力が停止する場合があります。

お願い（無停電電源装置の場合）
購入されましたら、すぐに充電してください。
●	ご購入後長期間使用しないでいると、バッテリの特性が劣化し、使用できなくなることがあります。
●	無停電電源装置の「AC入力」プラグを電源コンセント（商用電源）に接続すれば自動的にバッテリを充電します。

無停電電源装置を保管される場合は保管される前に充電を行ってください。
●	バッテリは使用しない場合でも自然放電し、長期間放置しますと過放電状態となります。バックアップ時間が短くなっ
たり、使用できなくなることがあります。

●	無停電電源装置に内蔵されたバッテリの保管可能期間は、充電した状態から6か月です。（保管環境温度40℃以下を推奨）
●	保管期間が 6か月を超える場合、超える前に無停電電源装置の「AC入力」プラグを商用電源コンセントに接続して充電
してください。

●	保管中は無停電電源装置の「電源出力」スイッチ（  ）を切った状態にしてください。

注 意 （接続時）
交流電源の半サイクルのみで電流が流れる半波整流方式の機器を接続しないこと。	
（ドライヤなど）
●	電源装置が故障することがあります。

商用電源にて使用できない機器は接続しないこと。
●	本機は「電源出力」スイッチ投入時および機器に異常が発生した時は、バイパス運転を行い、商用電源が	
そのまま接続機器に供給されます。
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本製品は以下の設置方法が可能です。ご使用になる環境に応じて選択してください。

1. 据置設置
・横置き　　　　　　　　　　　　　
　付属のゴム足を付けた状態でご使用ください。
	 ゴム足をはずして使用される場合、指を挟みこまないようご注意ください。

正しい設置方向

交流安定化電源装置

バッテリユニット

バッテリユニット

交流安定化電源装置（CVCF,AVR）無停電電源装置（UPS）

お願い
本機を設置する前に、本機の製品シリアル番号を控えておいてください。
幣社へお問い合わせいただく際、製品シリアル番号が必要となります。
製品シリアル番号は本機ラベル上に記載しています。

正しい設置方向

無停電電源装置（UPS） 交流安定化電源装置（CVCF,AVR）

バッテリユニット

・縦置き
　装置正 に向かって右側を上方向にしてご使用いただけます。
	 転倒防止のため固定してご使用ください。

3-2	 設置をする
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右側を下方向にするとバッテリが逆さまになり性能の低下、劣化、液漏れなどの原因になるこ
とがあります。

注 意 （設置・接続時）

天地逆転 天地逆転

誤った設置方向

無停電電源装置（UPS） 交流安定化電源装置（CVCF,AVR）

右側を下方向にする使用 右側を下方向にする使用

前面、背面を上下方向にする使用
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EIA19規格インチラックへの設置は必ず別売のBHP60P( 取付金具 )と
BUP06( サポートアングル )の両方を使用し、支持・固定すること。
●	ラックへの設置は必ず別売の取付金具とサポートアングルを使用してください。サポートアング
ルなしで前面金具だけでは重量を支えることができません。

JIS19規格インチラックへの設置は必ず別売のBHP60J( 取付金具 )と	
ラック用棚板 (台板 )の両方を使用し、支持・固定すること。
●	ラックへの設置は必ず別売の取付金具とラック用棚板を使用してください。ラック用棚板 ( 台板 )
なしで前面金具だけでは重量を支えることができません。

●	装置の質量
	 		 BH60PCW(RE60FW): 6.3kg 	 BH100PCW(RE100FW): 6.6kg
	 		 バッテリユニットBHM60PC: 8.2kg	 BHM100PC: 10.3kg

ラックに設置する場合はラックの最下段に本製品を設置すること。
	 ●落下をするとけがをすることがあります。

取付けネジは必ず付属のものを使用すること。
●	付属品以外のネジを使用すると強度不足などにより、落下事故などの原因になる恐れがあります。

サポートアングルあるいはラック用棚板に、複数台の無停電電源装置ある
いは増設したバッテリユニットを重ねて積載しないこと。
●	連結した各ユニット毎にそれぞれサポートアングルあるいはラック用棚板を使用してください。

2. ラックマウント設置

注 意

●	ラック取り付け時は、底面のゴム足を取り外しできます。

EIA 規格19インチラックに設置する場合
ラック取り付け時は別売の取付金具 (BHP60P) で無停電電源装置本体とバッテリユニットとを連結
してください。
詳細についてはラック取付金具 (BHP60P)、サポートアングル (BUP06) 付属の取扱説明書をご参照
ください。

JIS 規格 19インチラックに設置する場合
 ラック取り付け時は別売の取付金具 (BHP60J) で無停電電源装置本体とバッテリユニットとを連結
してください。
 サポートアングル (BUP06) は JIS 規格に対応していません。ラック用棚板を用意してください。
詳細についてはラック取付金具 (BHP60J) 付属の取扱説明書をご参照ください。

バッテリユニット増設時の注意 ;
UPS本体とバッテリユニットの台数
の合計が奇数になる場合、ラックへの
取り付けができません。
ラックへの取り付けは２ユニットを	
連結する必要があります。

連結金具
（上下2枚）

ラック固定金具（左右2個）
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1.	 無停電電源装置（UPS）として使用するときの接続
	 無停電電源装置（BH60PCW/BH100PCW) 本体とバッテリユニット（BHM60PC／ BHM100PC）とを
下図のように接続します。接続ケーブルとコネクタカバーはバッテリユニットに付属しています。
詳細はバッテリユニット取扱説明書をご参照ください。

2.	 交流安定化電源装置（CVCF，AVR）として使用するときの接続
	 バッテリユニットは不要です。

C B
「電源出力」コンセント

「AC入力」コード
商用電源へ接続
AC100～120V入力

A

交流安定化電源
•RE60FW
•RE100FW

商用直送スイッチの設定を確認してください。（「2. 設置前の準備をする」参照→ 4 ページ）

注 意 （設置・接続時）

商用直送スイッチの設定を確認してください。（「2. 設置前の準備をする」参照→ 4 ページ）

注 意 （設置・接続時）

・	添付の自動シャットダウンソフト「PowerAct PRO」、Windows 標準 UPS サービスを使用される場合、あ
るいは接点信号入出力を使用される場合は、44 ページ「6. 自動シャットダウンソフト、接点入出力を使用
する」もご参照ください。

3-3	 接続をする

C
V
C
F
・
A
V
R

U
P
S

「AC入力」コード／プラグ

信号ケーブル

バッテリユニット
•BHM60PC
•BHM100PC

C B
「電源出力」コンセント

A

無停電電源装置
•BH60PCW
•BH100PCW
本体

「AC入力」コード
「バッテリユニット用
電源出力」コンセントに接続

バッテリケーブル

「AC入力」コード
商用電源へ接続
AC100～120V入力

コネクタカバーにバッテリ
ケーブルを通し、ケーブル接続後
コネクタカバーをネジ止めする。
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	 ●「電源出力」コンセントのグループ 制御
	 無停電電源装置に付属のシャットダウンソフトの使用により本機能をご利用いただけます。
	 BH60PCW/BH100PCWの出力コンセントはA、B、Cの 3グループに分かれています。
1.	「電源出力」コンセントA
	 起動と同時に出力開始します。

2.	「電源出力」コンセントB、C
•	「電源出力」コンセントBと Cは、「電源出力」コンセントAに対してそれぞれ独立して出力
開始の時間を遅延、出力停止の時間を早くすることができます。

•	出力開始、停止の時間制御機能は、付属の自動シャットダウンソフト「PowerAct PRO」使用
時のみ利用できます。

•	BH60PCW/BH100PCWの運転中、付属のシャットダウンソフトから出力のON/OFF 制御がで
きます。

•	「電源出力」コンセント Bと「電源出力」コンセント Cはそれぞれ独立して上記の遅延設定、
ON/OFF制御可能です。

	 この機能を利用すれば、サーバ、周辺機器など起動の順序を設定できます。
	 リモートでの接続機器のON/OFF制御ができます。

3.	 機器の接続方法

	 ●出力コンセントへの機器の接続

	 出力コンセントに接続される機器の合計の容量がBH60PCW（RE60FW）／BH100PCW
（RE100FW）の出力容 定格を超えないようにしてください。

	 オーバーロード表示が出る場合は接続機器を減らしてください。

•	出力電流容量は出力電圧の設定値により下記のようになります。

		 	 出力容量 (VA)	 	 コンセント個数	
 出力コンセント	 BH60PCW	 	 BH100PCW	
		 （RE60FW）	 	 （RE100FW）	
	「電源出力」コンセントA	 600VA	 	 1kVA	 1
	「電源出力」コンセントB	 600VA	 	 1kVA	 1
	「電源出力」コンセントC	 600VA	 	 1kVA	 1
	出力容 の定格値	 最大 600VA/420W	 	 最大 1kVA/700W
	（「電源出力」コンセントA，B，Cの合計値）
	・出力電圧 100Vのとき	 最大 6A	 	 最大 10A	
	・出力電圧 110Vのとき	 最大 5.5A	 	 最大 9.1A
	・出力電圧 115Vのとき	 最大 5.2A	 	 最大 8.7A
	・出力電圧 120Vのとき	 最大 5A	 	 最大 8.3A

「電源出力」コンセントA

出力ON 出力OFF

「電源出力」コンセントB

「電源出力」コンセントC

出力コンセント B、C感電注意！（シャットダウンソフトによる ON/OFF 制御時）
●	出力コンセントAが出力中に、制御回路が故障・停止すると出力B, Ｃも ONします。
	 ・コンセント出力B, Ｃを停止中
	 ・コンセント出力B, Ｃが遅延動作で停止中

危 険 


